
編集・発行

米沢市農業委員会

1　農委　よねざわ

No.103
令和２年１月

　

上
長
井
地
区
、
遠
山
町
で
米
沢
牛
を
育
て
る

鈴
木
英
行
さ
ん
（
49
）
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

 

英
行
さ
ん
は
妻
、
三
人
娘
、
両
親
、
祖
母
の

８
人
家
族
で
、米
沢
牛
84
頭
の
肥
育
を
主
体
に
、

水
田
（
10
ヘ
ク
タ
ー
ル
）
な
ど
の
複
合
経
営
を

な
さ
っ
て
い
ま
す
。

 

出
荷
し
た
米
沢
牛
が
日
本
一
の
称
号
を
受
賞

す
る
な
ど
、
父 

寿
一
さ
ん
と
と
も
に
米
沢
牛

主な記事

が
ん
ば
っ
て
い
ま
す
！

Ｇ
Ｉ
米
沢
牛
ブ
ラ
ン
ド
を
け
ん
引

■新年のご挨拶　……………………………　２
■農地パトロール　…………………………　３
■令和元年度山形県農業委員会大会が開催　…　３
■合同ブロック協議会視察研修について　…　４
■市長と市議会議長に意見書を提出しました　…　４

■農林課からのお知らせ　…………………　５
■農業委員と農地利用最適化委員を募集します 　…　６
■地域かわら版（米沢市功労者）…………　７
■地域かわら版（農と食の元気っ子講座）…　７
■りんごの里舘山に「よってって CAFFE」オープン 　…　８

の
達
人
と
し
て
知
ら
れ
て
お
り
、
Ｊ
Ａ
山
形
お

き
た
ま 

米
沢
牛
出
荷
組
合
長
、
米
沢
牛
振
興

部
会
副
部
会
長
と
し
て
、
日
夜
、
米
沢
牛
の
ブ

ラ
ン
ド
力
ア
ッ
プ
の
た
め
心
血
を
注
い
で
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

　

今
後
は
「
こ
れ
ま
で
以
上
に
、
オ
ー
ル
米
沢

の
手
作
り
感
を
大
切
に
、
記
憶
に
残
る
米
沢
牛

の
生
産
を
し
て
い
き
ま
す
。」
と
意
欲
を
語
る

英
行
さ
ん
。
米
沢
ブ
ラ
ン
ド
の
け
ん
引
役
と
し

て
益
々
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
【
農
業
委
員　

鈴
木
晃
子
】
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新
年
の
ご
挨
拶

　

謹
ん
で
新
春
の
お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
、
台
風
15
号
・
19
号
や
豪
雨
な
ど
気
象
災
害
の
多
い
年
で
し
た
。
本
市
で
も
被

害
が
あ
り
ま
し
た
が
、
農
作
物
へ
の
影
響
は
少
な
く
、
稲
作
に
お
い
て
は
、
作
況
指
数

１
０
５
の
や
や
良
と
な
り
、
米
価
に
つ
い
て
は
、
県
・
市
の
再
生
協
議
会
で
示
し
た
作
付

け
の
目
安
が
達
成
で
き
、
全
国
の
作
況
指
数
が
99
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
若
干
上
昇
し
ま

し
た
。

　

農
政
に
お
い
て
は
、米
国
抜
き
の
環
太
平
洋
連
携
協
定
（
Ｔ
Ｐ
Ｐ
）・
欧
州
連
合
（
Ｅ
Ｕ
）

と
の
経
済
連
携
協
定
（
Ｅ
Ｐ
Ａ
）
が
発
効
さ
れ
、
そ
し
て
米
国
と
の
物
品
貿
易
協
定
（
Ｔ

Ａ
Ｇ
）
も
国
会
で
承
認
さ
れ
、
畜
産
を
中
心
に
ま
す
ま
す
厳
し
い
農
業
情
勢
と
な
る
こ
と

が
予
想
さ
れ
、
国
内
対
策
を
よ
り
一
層
強
化
す
る
よ
う
要
望
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
食
料
・
農
業
・
農
村
基
本
目
標
の
見
直
し
の
年
に
当
た
り
、
い
ろ
い
ろ
議
論
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
我
が
国
の
食
料
安
全
保
障
の
確
立
と
食
料
自
給
率
や
自
給
力
の
向
上
を
目

標
と
し
た
施
策
の
実
践
に
つ
い
て
も
働
き
か
け
て
参
り
ま
す
。

　

農
地
中
間
管
理
事
業
に
つ
い
て
は
、
５
年
目
の
見
直
し
が
正
式
に
決
ま
り
、
農
業
委
員

会
も
積
極
的
に
関
わ
る
こ
と
と
な
り
、
地
域
で
の
「
人
・
農
地
プ
ラ
ン
」
で
の
話
し
合
い

に
よ
り
、
担
い
手
へ
農
地
の
集
積
・
集
約
を
よ
り
一
層
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

今
年
は
、
７
月
に
農
業
委
員
・
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
の
改
選
期
に
当
た
り
ま
す

が
、
両
委
員
と
も
、
よ
り
一
層
連
携
を
強
化
し
て
本
市
農
業
の
振
興
発
展
に
向
け
活
動
し

て
参
り
ま
す
。

　

結
び
に
な
り
ま
す
が
、
農
家
の
皆
様
、
そ
し
て
関
係
諸
機
関
の
御
理
解
と
御
支
援
を
衷

心
よ
り
お
願
い
申
し
上
げ
新
年
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

会

長

会
長
職
務
代
理
者
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委
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委
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委
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伊
藤
　
精
司

小
関
　
善
隆

江
口
　
益
美

遠
藤
　
伊
一

樋
渡
　
由
美

二
宮
　
啓
一

高
橋
　
信
夫

佐
久
間
英
之

上
村
　
貞
義

古
畑
　
功
一

髙
橋
　
秀
治

菅
野
英
一
郎

我
彦
　
正
福

髙
橋
　
祐
弘

大
橋
　
久
芳

山
王
堂
民
榮

大
野
澤
　
進

鈴
木
　
晃
子

田
代
　
曻
一

農
業
委
員
会
委
員
一
同

農
業
委
員
会
会
長

伊
　
藤
　
精
　
司

農
地
利
用
最
適
化

　
　
　
推
進
委
員
一
同

委

員

委

員

委

員

委

員

委

員

委

員
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員
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委

員

委

員

委

員

委

員

委

員

委

員

委

員

委

員

相
田
市
三
郎

石
川
　
正
義

伊
藤
　
俊
浩

桐
澤
林
右
衛
門

黒
田
義
一
郎

後
藤
　
　
仁

寒
河
江
一
紀

佐
藤
　
利
夫

佐
藤
　
俊
英

新
藤
　
広
一

鈴
木
　
勘
助

⻆
屋
　
耕
吉

竹
田
　
修
二

本
田
　
隆
則

山
口
　
正
行

吉
田
　
健
二

本
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す

謹
ん
で
新
春
の
お
慶
び
を

　
　
　
　
　
　
　
　
申
し
上
げ
ま
す

　

農
農
業
委
員
会
の
大
切
な
業

務
の
一
つ
に
「
農
地
パ
ト
ロ
ー

ル
」
が
あ
り
ま
す
。

　

米
沢
市
農
業
員
会
で
は
、
８

月
は
遊
休
農
地
、
10
月
は
農

地
法
の
貸
借
、
所
有
権
移
動
、

転
用
等
の
許
可
後
の
確
認
業
務

を
毎
年
２
回
実
施
し
て
お
り
ま

す
。

　

８
月
に
行
わ
れ
た
パ
ト
ロ
ー

ル
で
は
、
市
内
各
地
区
３
ブ
ロ

ッ
ク
に
分
か
れ
て
農
業
委
員
、

農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
、

事
務
局
で
一
同
に
遊
休
農
地
の

確
認
作
業
を
行
い
ま
し
た
。

　

荒
廃
の
進
行
し
た
遊
休
農
地

は
、
農
家
が
営
農
意
欲
を
失
う

こ
と
や
周
辺
の
農
地
に
病
害
虫

や
有
害
鳥
獣
の
被
害
を
及
ぼ
す

な
ど
、
様
々
な
問
題
を
引
き
起

こ
し
ま
す
の
で
、
パ
ト
ロ
ー
ル

で
把
握
し
た
遊
休
農
地
の
所
有

者
に
対
し
、
今
後
の
農
地
利
用

の
意
向
調
査
を
実
施
し
遊
休
農

地
の
解
消
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。

　

今
後
も
市
内
農
地
の
保
全
と

共
に
遊
休
農
地
を
発
生
さ
せ
な

い
対
策
や
解
消
に
向
け
て
取
り

　

山
形
県
農
業

委
員
会
大
会

が
、
令
和
元
年

11
月
８
日
に
村

山
市
民
会
館
で

開
催
さ
れ
、
県

内
35
の
農
業
委

員
会
か
ら
関
係

者
を
含
め
約

８
０
０
名
の
参

加
が
あ
り
ま
し

た
。

　

開
会
行
事
で

農
地
パ
ト
ロ
ー
ル

令
和
元
年
度

　
　
　
山
形
県
農
業
委
員
会
大
会
が
開
催

パ
ト
ロ
ー
ル
の
様
子

組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

10
月
の
農
地
法
の
パ
ト
ロ
ー

ル
で
は
、
農
地
法
に
関
わ
る
貸

借
や
所
有
権
移
転
さ
れ
た
農
地

が
耕
作
さ
れ
て
い
る
か
、
農
地

転
用
さ
れ
た
農
地
が
申
請
ど
お

り
の
計
画
で
転
用
さ
れ
て
い
る

か
を
パ
ト
ロ
ー
ル
し
農
地
の
保

全
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

農
地
の
保
全
に
つ
い
て
ご
不

明
な
点
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、

お
近
く
の
農
業
委
員
・
農
地
利

用
最
適
化
推
進
委
員
へ
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

　
【
農
業
委
員　

佐
久
間
英
之
】

議
案
第
１
号　

食
料
・
農
業
・
農
村
政
策
の

強
化
に
向
け
た
政
策
提
案
決

議

は
、
農
業
委
員
会
憲
章
唱
和
、
主
催
者
あ
い
さ

つ
に
続
き
１
個
人
と
１
農
業
委
員
会
に
農
林
水

産
大
臣
表
彰
、
12
個
人
が
山
形
県
農
業
会
議
会

長
表
彰
の
栄
誉
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

引
き
続
い
て
の
大
会
で
は
、
全
国
農
業
委
員

会
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
機
構
の
黒
谷
情
報
事
業
本
部

長
よ
り
「
農
業
委
員
会
組
織
を
め
ぐ
る
情
勢
と

課
題
に
つ
い
て
」
の
情
勢
報
告
が
な
さ
れ
、
そ

の
後
、
次
の
４
議
案
が
提
案
さ
れ
決
議
さ
れ
ま

し
た
。

議
案
第
２
号　
「
地
域
の
農
地
を
活
か
し
、

担
い
手
を
応
援
す
る
全
国
運

動
」
を
推
進
す
る
た
め
の
申

し
合
わ
せ
決
議

議
案
第
３
号　

農
業
者
年
金
の
加
入
推
進
と

情
報
提
供
活
動
の
強
化
に
関

す
る
申
し
合
わ
せ
決
議

議
案
第
４
号　

農
地
利
用
の
最
適
化
を
推
進

す
る
た
め
の
意
見
書
提
出
に

関
す
る
決
議

　

議
案
第
１
号
に
つ
い
て
は
、
山
形
県
選
出
国

会
議
員
へ
、
議
案
第
４
号
に
つ
い
て
は
、
山
形

県
知
事
、
山
形
県
議
会
議
長
へ
要
請
す
る
こ
と

も
報
告
さ
れ
、
次
期
開
催
地
最
上
地
区
の
新
庄

市
農
業
委
員
会
会
長
の
あ
い
さ
つ
で
閉
会
し
ま

し
た
。　
　
　
　
【
農
業
委
員　

田
代　

昇
一
】壇上で発言する伊藤会長

大会会場の様子



　

令
和
元
年
９
月
10
日
に
農
業
委

員
・
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員

合
同
で
「
Ｊ
Ａ
全
農
山
形
お
き
た

ま
園
芸
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」
と
密
苗

圃
場
・
営
農
型
発
電
圃
場
を
視
察

し
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ａ
全
農
山
形
お
き
た
ま
園
芸

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
は
、
山
形
県
本
部

が
生
産
振
興
を
柱
に
、
広
域
機
械

選
果
機
能
や
物
流
拠
点
機
能
を
備

え
た
「
園
芸
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」
を

県
内
３
か
所
（
県
南
・
県
北
・
荘
内
）

に
設
置
し
、
直
販
事
業
の
拡
大
に

取
り
組
む
こ
と
を
目
的
と
し
て
設

置
さ
れ
ま
し
た
。

　

な
か
で
も
、
大
規
模
な
水
田
畑

地
化
計
画
に
も
と
づ
く
園
芸
生
産

振
興
が
急
務
で
あ
る
県
南
地
区

を
優
先
し
て
取
り
組
み
、
川
西

町
大
塚
地
区
に
地
域
生
産
振
興
品

合
同
ブ
ロ
ッ
ク
協
議
会
視
察
研
修
に
つ
い
て

①有害鳥獣出没・被害調査への御協力に関するお願い
　本市では、鳥獣被害がある地域への適切な支援や、県や国に対して対策要望を行う際の基礎
資料とするため、鳥獣による農作物被害調査を毎年行っており、今年度の調査は以下のとおり
実施しております。
◆調査について
　１　調査内容　　　⑴農地等への鳥獣の出没・被害調査
　　　　　　　　　　⑵鳥獣被害を原因とする耕作放棄地調査
　２　調査対象期間　平成31年４月１日～令和元年11月30日
　３　調査対象地域　南原、山上、万世、三沢、田沢、遠山、上郷、広幡等
　４　調査方法　　　該当地区へのアンケート調査(回覧板等)、市による現場確認等
　５　提出期限　　　令和２年２月14日(金)
◆調査結果の用途
　以下予算要求の基礎資料等に活用しておりますため、鳥獣による農作物被害があれば報告を
お願いいたします。
　◇予算の用途
　　〇追払用花火の配布　　〇電気柵等補助　　〇その他、地域や猟友会への支援

②鳥獣による農作物被害額の推移について
　米沢市では、市内８地区の協議会や猟友会等の関係団体と連携しながら、様々な被害対策に
取り組んでおり、平成24年度の被害額を、令和６年度までに半減させることを目指しています。

詳しくは、農林課森林農村整備担当（内線501 1）までお問合せ下さい。

市
長
と
市
議
会
議
長
に
意
見
書
を
提
出
し
ま
し
た

　「
令
和
元
年
度
農
地
等
の
利
用
の
最
適
化
の
推
進
に

　
関
す
る
意
見
書
」

目
で
あ
る
「
え
だ
ま
め
（
最
大
８
．

３
ト
ン
／
日
量
）」、「
ア
ス
パ
ラ

ガ
ス
（
最
大
１
．８
ト
ン
／
日
量
）」

の
広
域
機
械
共
選
施
設
や
「
シ
ャ

イ
ン
マ
ス
カ
ッ
ト
」、「
西
洋
な

し
」、「
啓
翁
桜
」
な
ど
の
包
装
加

工
施
設
、「
西
洋
な
し
」、「
加
工

キ
ャ
ベ
ツ
」
の
保
管
調
整
、
予
冷

施
設
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

密
苗
圃
場
は
、
万
世
町
の
雪
若

丸
圃
場
を
視
察
し
ま
し
た
。
密
苗

と
は
、
通
常
よ
り
多
く
種
も
み
を

播
き
育
苗
箱
を
少
な
く
し
て
省
力

化
を
図
る
技
術
で
す
。
視
察
し
た

圃
場
は
、
１
枚
当
た
り
乾
物
で
２

８
０
グ
ラ
ム
播
種
し
た
こ
と
に
よ

り
、
田
植
え
は
１
反
当
た
り
13
箱

の
使
用
で
お
さ
ま
り
育
苗
や
苗
運

搬
の
省
力
化
が
図
ら
れ
た
そ
う
で

す
。
そ
の
反
面
、
播
種
か
ら
２
週

間
程
度
で
稚
苗
で
の
田
植
え
と
な 密苗圃場（万世町地内）

園芸ステーション　色彩選別後人力で選別

り
ま
す
が
、
水
か
か
り
の
問
題
か

ら
代
掻
き
が
で
き
な
く
、
苗
が
伸

び
す
ぎ
た
反
省
点
か
ら
播
種
を
数

回
に
分
け
て
行
う
な
ど
の
工
夫
が

必
要
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

　

営
農
型
発
電
は
、
農
業
を
行
い

な
が
ら
発
電
を
行
う
も
の
で
、
太

陽
光
パ
ネ
ル
を
設
置
し
た
窪
田
町

地
内
の
稲
作
、
雪
若
丸
３
反
の
圃

場
を
視
察
し
ま
し
た
。

　

圃
場
は
、
通
常
の
栽
培
と
比
べ

る
と
太
陽
光
パ
ネ
ル
直
下
は
や
や

青
く
見
え
ま
し
た
が
品
質
、
収
量

と
も
に
問
題
な
い
と
感
じ
ら
れ
ま

し
た
。

　

今
後
も
新
技
術
や
施
設
の
研
修

を
通
じ
、
農
家
の
皆
様
に
農
作
業

省
力
化
な
ど
の
よ
り
良
い
情
報
を

発
信
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

　
　
【
農
業
委
員　

山
王
堂
民
榮
】営農型発電（窪田地内）

市長への意見書提出の様子

議長への意見書提出の様子

（千円）
20,000

15,000

10,000

5,000
H24　　 H25　　H26　　H27　　H28　　H29　　H30　　　　 ⇒　　　　 Ｒ6

15,044

8,161

13,023 12,896 13,405 12,889 12,230
目標値
　7,500

鳥獣による農作物被害額の推移

③電気柵等の補助について
　米沢市（米沢市有害鳥獣対策連絡協議会）では、鳥獣害対策として以下のとおり補助を行っ
ております。

※H25は、全国的に鳥獣の出没が少ない特異な年でした。
※H28からイノシシによる被害が顕著になりましたが、広域電気柵等の防除対策効果が出始めています。

市単独補助 国庫交付金

補助内容 電気柵・侵入防止柵
等（狭域）

狩猟免許取得に係る
経費

電気柵・侵入防止柵
等（広域）

地区協議会活動
支援

申 請 者 農家等 猟友会に入会した方
狩猟免許取得者 受益戸数が３戸以上 地区協議会

補 助 率 事業費の半額
（上限６万円） 事業費の概ね 2/3 定額（自力施工）

半額（委託施工） 事業費の半額程度

そ の 他 予算の限り。 実施前年までの申請を原則とする。
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農
業
委
員
会
は
、
農
家
の
皆
さ
ん
と
の
意
見
交
換
会
な

ど
を
通
じ
て
、
農
業
者
の
意
向
を
組
み
上
げ
、
農
政
に
反

映
さ
せ
る
た
め
、
意
見
の
提
出
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

令
和
元
年
９
月
17
日
に
「
農
地
等
の
利
用
の
最
適
化
の

推
進
に
関
す
る
意
見
書
」
を
市
長
と
市
議
会
議
長
に
提
出

し
ま
し
た
。

　

そ
の
内
容
は
主
に
以
下
の
６
点
を
お
願
い
し
た
と
こ
ろ

で
す
。

　

今
後
も
農
政
振
興
に
対
す
る
ご
意
見
が
あ
れ
ば
、
お
気

軽
に
農
業
委
員
や
推
進
委
員
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

米沢市内の農家の皆様へ
農林課からのお知らせ

１　

担
い
手
へ
の
農
地
利
用
の
集
積
・
集
約
化
に
つ
い
て

２　

農
家
子
弟
農
業
後
継
者
の
育
成
の
た
め
の
市
独
自
の
給
付

制
度
の
創
設

３　

農
業
次
世
代
人
材
投
資
事
業
の
予
算
確
保

４　

遊
休
農
地
解
消
事
業
を
復
活
す
る
よ
う
、
国
・
県
へ
の
働

き
か
け

５　

有
害
鳥
獣
対
策
の
予
算
の
拡
充

６　

農
地
中
間
管
理
機
構
関
連
土
地
改
良
事
業
調
査
設
計
費
に

　
　

つ
い
て
、
地
元
負
担
が
軽
減
す
る
よ
う
国
へ
の
働
き
か
け

７　

た
め
池
の
長
寿
命
化
工
事
の
推
進



※田沢は、三沢地区に含む。矢子地区も三沢・田沢地区に含む。

№ 1 2 3 4 5 6 ７ ８ ９ 10 11 計
区域 旧市 上長井 万世 広幡 六郷 塩井 三沢・田沢 窪田 山上 上郷 南原 11区域
人数 ２ 1 １ 1 1 1 ２ ２ １ ２ ２ 16

農地利用最適化推進委員の担当区域と募集人数
　（区域割は変更せず、農地面積、農家数、区域の状況などを検討した結果、前回平成29年度の改選と同じ人数としました。）

　両委員とも、農業に熱意と識見を有する方を募集します。あなたの力で、①担い手への農地利用の集積・
集約化の推進　②遊休農地の発生防止・解消　③新規参入の促進による農地利用の効率化及び高度化を図る
農地等の利用の最適化を推進しましょう。
項目 農業委員 農地利用最適化推進委員

応募方法

◎他薦又は自薦によります。
◎所定の届け出様式（推薦用と応募用の２種類あります。）に必要事項を記載の上、直接または郵送で
米沢市農業委員会事務局へ提出してください。
◎届出用紙は、農業委員会事務局で直接お受け取りくださるか、１月15日（水）以降の市ホームページ
よりダウンロードしてください。

応募受付
期　　間 令和２年１月16日（木）～２月12日（水）（28日間）　必着

対 象 者
　農業に関する識見を有し、農地等の利用の最適
化の推進に関する事項やその他農業委員会が所掌
する事項に関し、その職務を適切に行うことがで
きる人。

　農業に関する識見を有し、担当する区域におい
て農地等の利用の最適化の推進のための活動がで
きる人。

募集委員
数

19名（うち農業者と利害関係のない中立委員１名）
○市内全域を１区として募集します。

16名
○担当区域（旧村単位）ごとに人数を定め募集します。

任　　期 令和２年７月20日から令和５年７月19日まで
報　　酬 特別職報酬条例により支給されます。

主な職務
内　　容

◎毎月１回定例総会に出席して、農地の権利移動
等の許認可及び農地転用許可の審査を行う。
【推進委員と連携する業務】
・担い手への農地集積や集約化
　（人・農地プランの話合いへの参加）
・遊休農地の発生防止と解消
　（農地パトロール）
・農業者新規参入の促進業務
・その他農業委員会の所掌事項

【農業委員と連携する業務】
・担い手への農地集積や集約化
　（毎年実施する人・農地プラン計画の見直しに
よる出し手受け手の意向調査）
　（人・農地プランの話合いへの参加）
　（農地中間管理事業マッチング案の調査）
・遊休農地の発生防止と解消
　（農地パトロール）
・農業者新規参入の促進業務
・その他農業委員会の所掌事項

応募資格

◎次のすべてに該当する人は、委員に応募することができます。
・農業委員会法第８条４項（破産者・禁錮以上の刑に処されている者）の各号に該当しない人
・農業委員は、基本として市内に住所を有する人
・推進委員は、市内に住所を有する人
・兼職が禁止されている市の附属機関の委員でない人
・市の職員でない人
　農業委員と農地利用最適化推進委員の両方に応募することはできますが、兼ねることはできません。

選任方法

　推薦を受けた人および応募した人の中から候補
者を選任し、市議会の同意を得たうえで市長が任
命します。
●必要に応じて農業委員評価委員会を開催し、提
出された書類をもとに選考します。
●候補者の選任にあたっては、法律の規定などで、
選任にあたっての条件があります。
・認定農業者が定数の過半数を占める。
・農業者と利害関係のない中立委員を含める。
●次の事項についても配慮します。
・青年（50歳未満）や女性の積極的な登用をはかる。
・委員の配置は、区域別に隔たりがないようにす
る。

　推薦を受けた人および応募した人の中から選定
し、農業委員会が委嘱します。
●必要に応じて農地利用最適化推進委員評価委員
会を開催し、提出された書類をもとに選任します。

そ の 他
◎両委員とも米沢市の特別職の非常勤職員となります。
◎秘密保持の義務があり、委員として職務上知り得た情報は、在任中だけでなく退任後も漏らしては
いけません。
◎応募状況については、ホームページで公表します。なお、公表内容は必要事項のみ掲載します。
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表彰式の様子

地域かわら版

農と食の元気っ子講座

　

去
る
11
月
３
日
、
文
化
の
日

に
ア
ク
テ
ィ
米
沢
に
お
い
て
米

沢
市
表
彰
式
が
開
催
さ
れ
、
前

農
業
委
員
の
⻆
屋
き
く
ゑ
氏
が

農
業
振
興
の
功
績
に
よ
り
米
沢

市
功
労
者
と
し
て
表
彰
を
受
け

ら
れ
ま
し
た
。

　

10
月
26
日
今
年
度
２
回
目

の
講
座
が
、
松
川
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
を
会
場
に
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
度
の

テ
ー
マ
は
「
大
豆
」
で
す
。

第
１
回
目
の
枝
豆
の
収
穫
と

調
理
に
続
き
、
今
回
は
み
そ

作
り
と
み
そ
を
使
っ
た
料
理

農業委員と農地利用最適化推進委員を募集します。
米沢市功労者

農
業
振
興
に
功
労

⻆す
み

　
屋や

　
き
く
ゑえ

氏

　

⻆
屋
氏
は
、
平
成
17
年
に
本
市
初
の
女
性
農
業
委
員

と
な
り
、
女
性
の
立
場
か
ら
、
地
域
で
農
業
を
頑
張
っ

て
い
る
青
年
後
継
者
の
婚
活
事
業
に
い
ち
早
く
力
を
入

れ
ら
れ
、
女
性
農
業
委
員
の
上
村
委
員
、
遠
藤
委
員
と

共
に
婚
活
チ
ラ
シ
を
手
に
東
京
都
内
や
仙
台
市
ま
で
足

を
延
ば
し
て
結
束
力
の
あ
る
活
動
を
さ
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
地
産
地
消
、
食
育
の
活
動
も
精
力
的
に
取
り
組
ま

れ
、
現
在
の
農
と
食
の
元
気
っ
子
講
座
の
先
駆
け
と
な

る
「
米
沢
元
気
村
」
の
開
村
活
動
に
も
尽
力
さ
れ
ま
し

た
。
手
探
り
の
中
で
の
活
動
だ
っ
た
た
め
、
大
変
な
ご

苦
労
も
あ
っ
た
か
と
思
い
ま
す
が
、野
菜
を
作
る
喜
び
、

収
穫
し
て
食
べ
る
喜
び
を
子
ど
も
達
に
体
験
さ
せ
、
そ

の
笑
顔
と
共
に
楽
し
く
活
動
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
活
動
を
は
じ
め
と
し
て
、
米
沢
市
農
業
委

員
会
委
員
と
し
て
12
年
の
長
き
に
わ
た
り
、
地
域
農
業

➡︎

農業者年金に加入して豊かな老後を！
～加入要件は３つ、メリットは６つ～

農業者年金は、農業者のための頼れる公的年金です。
少しでも興味を持たれた方は、事務局へお知らせ下さい。
説明に伺います。

加入要件
　①20歳以上60歳未満の方
　②国民年金第１号被保険者
　③年間60日以上農業に従事する方

メリット
　①積立方式で安心
　②加入・脱退も自由
　③保険料は全額社会保険料控除
　④保険料はいつでも変更可能
　⑤農業の担い手には保険料補助
　⑥終身年金80歳までの死亡一時金
　　あり

それに
対して

国民年金の支給額は 老後の家計費現金支出は
年額156万円 年額288万円

農業者の皆さんが加入している
国民年金は、40年加入、納付
した場合、夫婦二人で月額約
13万円です。
（平成30年度の老齢基礎年金の満額参照）

高齢農家世帯（世帯主が65歳
以上の夫婦２人）の家計費は、
現金支出で月額約24万円です。
（平成28年総務省家計調査を基に推計）

を
作
り
ま
し
た
。
１
年
生
か
ら
６
年
生
ま
で
の

15
名
の
小
学
生
と
そ
の
家
族
が
集
ま
り
、「
枝

豆
が
大
豆
に
な
っ
た
こ
と
」「
お
米
か
ら
糀
が

で
き
る
こ
と
」「
大
豆
と
糀
と
塩
を
混
ぜ
合
わ

せ
て
ね
む
ら
せ
て
お
く
と
発
酵
し
て
み
そ
が
で

き
る
こ
と
」
を
学
ん
だ
あ
と
、
つ
ぶ
し
た
大
豆

と
麹
と
塩
を
ビ
ニ
ー
ル
の
敷
物
か
ら
こ
ぼ
さ
な

い
よ
う
に
上
手
に
混
ぜ
あ
わ
せ
て
仕
込
み
ま
し

た
。
そ
の
後
は
、
み
そ
を
使
っ
た
料
理
、
豚
汁
・

み
そ
田
楽
・
み
そ
お
に
ぎ
り
と
旬
の
キ
ノ
コ
の

炊
き
込
み
ご
飯
を
作
っ
て
み
ん
な
で
食
べ
ま
し

た
。
農
業
委
員
も
一
緒
に
作
り
、
秋
晴
れ
の
日

の
楽
し
い
半
日
を
過
ご
し
ま
し
た
。
み
そ
は
、

今
年
の
夏
を
越
す
と
食
べ
頃
に
な
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
【
農
業
委
員　

樋
渡
由
美
】

の
振
興
に
寄
与
さ
れ
る

と
と
も
に
、
こ
の
間
、

農
政
振
興
部
会
長
と
し

て
、
農
政
振
興
に
関
わ

る
諸
問
題
の
解
決
に
向

け
て
精
力
的
に
取
り
組

ま
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
度
の
受
章
、
誠

に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

【
農
業
委
員　

遠
藤
伊

一
】
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りんごの里舘山に「よってってCAFFE」オープン
　昨年の９月、国道121号舘山バイパス沿いに「よってっ
てCAFFE」がオープンしました。オーナーは舘山存在の
果樹農家、中山城樹（46）純子ご夫妻。代々果樹農家として、
りんご、さくらんぼ、ラ・フランス、桃、その他プルーン
やベリー類等の小果樹類を栽培しています。
　バイパス開通からほどなく、直売所を設け、販売にも力
を入れるようになりました。新鮮な果物が評判を呼び、よ
り付加価値をつけた商品の販売を行う為、この度のカフェ
併設になりました。旬の果物を使用した生絞りジュースや
スイーツ、ソフトドリンクやソフトクリームなど、メニュー
もオリジナルな季節感あふれるものになっています。評判
も上々で、若者からお年寄りまでお客様の声が響いていま
す。今年は、さくらんぼの実る６月上旬にオープン予定で
道路沿いなので、すぐわかります。
　皆さんぜひ「よってって」。
営業時間　10：00～ 16：30　シーズン中　無休
　　　　　　　　　　　　　　　　【農業委員　上村貞義】

　あけましておめでとうございます。令和になって
初めての年明けです。これからも広報を通して農業
委員会の活動、役割、地域の取り組み、農政情報な
どを紹介し、農業振興の一助となれるよう広報委員
一同頑張っていきたいと思います。今年もよろしく
お願いします。
　　　　　　　　      　【広報委員長　我彦　正福】
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